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しばたこういき
shibata_kouiki

新発田地域広域事務組合　広報　2020.4　No.37

ホームページ・twitter にて

各種工事関係の進捗情報を

随時更新しています。

「しばたこういき」で検索！

twitterも要チェック！！

①　自主防災組織や消防団との連携スペースを設置。
②　消防タンク自動車1台と高規格救急自動車2台を配備。
③　職員18名を配置し救急隊の同時2台運用及び災害・事故等への初期対
　　　応を強化。　
④　水難救助ボートの配備、非常用発電機設置により、災害時の体制を強化。

【問い合わせ】	 新発田地域広域消防本部　総務課
	 ☎ 0254-23-3789（直通）　　 ssoumuka@shibata-kouiki.jp

さくら分署は加治川出張所と紫雲寺出張所を統合し両地域の中心地である新発田市釜杭へ移転新築
した新分署です。加治川堤防の桜並木のように新発田広域管内の新たなシンボル、そして地域の安全を
支える防災活動拠点としての役割を担っていきます。

　令和2年4月1日より　令和2年4月1日より
　さくら分署が業務を開始しました！　さくら分署が業務を開始しました！

新発田消防署さくら分署
●構造：鉄筋コンクリート造　●延面積：368㎡

【新分署の特徴】
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新しい消防分署の誕生！
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市町村負担金
28億247万2千円
（69.9%）

【組合構成市町からの負担金】
消防費

18億5,099万7千円
（46.2%）

清掃費
10億2,275万5千円
（25.5%）

【ごみ処理事業に係る経費】

介護保険事業費
4,376万円
（1.1%）

組合債
7億8,450万円
（19.6%）

【組合事業の実施に係る借入金】

歳入歳入 歳出歳出

火葬場費
6億1,199万2千円
（15.2%）

総務費
1億6,747万7千円
（4.2%）

【事務局費や組合全般
の事務に係る経費】

議会費
59万円
（0.1%）

公債費
2億9,537万3千円
（7.3%）

【借入金（組合債）の元金・利息の償還費】

交流館費
1,561万3千円
（0.4%）

【広域交流施設「虹の里交流館」に係る経費】

その他収入
3,275万円
（0.9%）

繰越金
１億3,023万1千円

（3.2%）
【前年度繰越金】

使用料及び手数料
2億5,860万4千円
（6.4%）

【組合施設の利用料金や、廃棄物等の処理料金】

新発田地域3市町（新発田市、胎内市、聖籠
町）の共同処理事務に係る経費です。

予算額	 40億855万7千円（前年比：17.6％増）

新発田地域広域事務組合の重点事業

 （　）の数値は構成比

令和2年度　しばたこういき２組合の予算
新 発 田 地 域 広 域 事 務 組 合

①　火葬場改築整備事業　５億６，０３５万円
令和４年度の供用開始を目指して改築整備を進めます。今年度は実施設計

を基に本体建設工事（全体の40%）を実施します。

②　消防庁舎再編整備事業　２億130万５千円
経年により老朽化が進む各消防庁舎について、計画に基づき年次的に再編

整備を進めます。今年度は川東出張所の建設工事及び紫雲寺出張所と加治川
出張所の解体工事を実施します。

③　胎内署　多目的消防ポンプ自動車更新事業
９，８５３万６千円

配備後29年が経過した胎内署の梯子車の更新にあたり、より多様な救助活
動が可能となる多目的消防ポンプ自動車を導入します。

④　川東出張所　高規格救急自動車更新事業
3，945万２千円

令和3年度から移転開設する川東出張所に新規配備し、消防力の強化を図
ります。

⑤　新発田広域クリーンセンター
グレートバー等更新事業　１億2,513万6千円

適正なごみ焼却処理のため中枢的な炉内及びその周辺の設備の更新工事
を実施します。

火 葬 場 　 完 成 イ メ ー ジ火 葬 場 　 完 成 イ メ ー ジ

現 　 川 東 分 遣 所現 　 川 東 分 遣 所

多 目 的 消 防 ポ ン プ 自 動 車多 目 的 消 防 ポ ン プ 自 動 車



3	 新発田地域広域事務組合 広報 No.37

衛生費
（救急診療所）
2,752万5千円
（1.9%）

民生費（中井さくら園成人部）
3憶9,773万9千円
（27.7%）

歳入歳入 歳出歳出

いじみの寮・学園解体費負担金
1,851万4千円
（1.2%）

市町村負担金
3億3,175万6千円
（23.1%）

支援費負担金
（中井さくら園）
2億9,268万1千円
（20.4%）

民生費
（ひまわり荘）
3億3,761万3千円
（23.5%）

受託事業収入（ひまわり荘）
4億3,689万5千円
（30.4%）

議会費
42万1千円
（0.1%）

総務費
1,605万8千円
（1.1%）

民生費（中井さくら園児童部）
6,100万６千円
（4.2%）

民生費
（いじみの寮・学園解体事業）
1億2,589万円
（8.8%）

民生費（あやめ寮）
1億8,389万1千円
（12.8%）

民生費（ひめさゆり）
1億6,440万円
（11.5%）

入所者負担金（ひまわり荘）
6,043万5千円
（4.2%）

組合債
1億2,580万円
（8.7%）

県支出金
917万9千円
（0.6%）

その他収入
1,270万7千円
（1.1%）

繰越金
1億4,653万5千円
（10.2%）

公債費
1億2,044万9千円
（8.4%）

使用料及び手数料
49万円
（0.1%）

新発田地域3市町に新潟市、阿賀野市、岩船地域3市町村を
加えた８市町村の共同処理事務に係る経費です。下 越 福 祉 行 政 組 合

※　平成３１年度の新発田地域老人福祉保健事務組合と下越障害福祉事務組合の予算額を合算した全額の比較。

予算額	 14億3,499万2千円（前年比：3.1％減）※

下 越 福 祉 行 政 組 合 の 重 点 事 業

 （　）の数値は構成比

第２次 新発田地域広域共同処理基本計画を策定しました

①　旧いじみの寮・学園解体事業　１億２，５８９万円
旧施設であるいじみの寮・学園を解体設計に基づき、解体工事(全体の60%)を実施します。

組合HP
当初予算

組合HP
基本計画

地域住民にとって住みやすい街づくり

構成市町村の総合計画
関係する構成市町村の施策に反映

○　消防・防災	 ○　生活環境の保全
○　高齢福祉	 ○　保健、医療
○　障害福祉	 ○　広域連携
○　行財政改革	 ○　その他

第2次新発田地域広域共同処理基本計画
○　共同処理事務の望ましい方向性（＝施策)を設定した『基本計画』
○　基本計画それぞれの施策を達成させるために具体化された『実行計画』

【　目　的　】
①　効率的、効果的な
　　　　　組合運営を目指す。　　
②　地域住民に見えにくい
　　　　　共同処理事務を明確にする。
【計画期間】
2020年度から2029年度
　
　地域住民及び構成市町村並びに関係
団体等の理解と協力を得ながら、一層
の効率的、効果的な組合運営に努めて
いきます。

関連付け

施策を実現

施
策
を
実
現
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次号は令和2年7月発行予定です。
市町によって配布日が異なり
ます。「新発田地域広域事務
組合　広報」に関する皆さん
からのご意見、ご感想をお待
ちしています。

編   　 集 	 新発田地域広域事務組合　事務局総務課企画財政係
        ・　 	 〒 957-0053　新潟県新発田市中央町 5-4-7
発   　 行 	 ＴＥＬ 0254-26-1501　　ＦＡＸ　0254-23-5589
Ｕ  Ｒ  Ｌ 	http://www.shibata-kouiki.jp/s-kouiki/
E - M A I L 	 kizai@shibata-kouiki.jp
印   　 刷 	 昭栄印刷株式会社

あやめ寮・ひめさゆり ひまわり荘
寄付者名 寄付の内容 寄付者名 寄付の内容 寄付者名 寄付の内容

高冬呉服店
タオル
日めくりカレン
ダー

高冬呉服店
タオル
日めくりカレン
ダー

飯島　裕子 タオル
片野　健作 タオル
熊倉　明 タオル

日本たばこ産業㈱
上信越支社 たばこ 胎内市社会福祉協

議会 清拭布 髙橋　キミ 清拭布
服部　順子 タオル

杉並会
(豊町3,4町目) ジュース 新発田市社会福祉

協議会 清拭布 上野 電動ベッド
貴船　和之 古布

小野 衣類 胎内市日本赤十字
奉仕団 タオル 伊藤　博 タオル

㈲新潟サンクリー
ン 清拭布

このほかにも匿名で多くの方々からご寄付いただきました。皆さまからいただきました寄付は、ご趣旨に沿うよう有効に活用させていただきます。

平成31年4月から令和2年3
月31日まで。(順不同・敬称
略)

ホームページホームページ TwitterTwitter

伊達市の台風19号による災害ごみを受入処理しました

令和2年4月1日より違反対象物公表制度を開始しました

福祉施設へのご寄付ありがとうございました

違反対象物公表制度は、利用者の防災意識を高め、防火管理業務の
適正化及び消防用設備等の適正な設置促進を目的としています。

令和元年10月の台風19号で被害を受けた福島県伊達市からの災害ごみを3月10日
から3月19日まで当組合のごみ処理場・新発田広域クリーンセンターにて受入処理
しました。
災害ごみは主に可燃性の家庭ごみで、１日あたり約2㌧を受入し、約15㌧の処理

を行い、災害復旧に協力しました。

違反対象物公表制度とは、建物を利用する方が、建物の危険に関する情報を入手し、その建物の
利用について判断できるよう、消防機関が立入検査等で重大な消防法令違反のある建物を確認した場
合、ホームページに公表する制度です。

○飲食店、物品を販売する店舗及び宿泊施設など不特定多数の方が利用する建物
○病院や社会福祉施設など自力避難することが難しい方が利用する建物

○屋内消火 栓 設 備
○スプリンクラー設備
○自動火災報知設備

【問い合わせ】	 新発田地域広域事務組合　消防本部　予防課
	 ☎0254-22-8096（直通） syobouka@shibata-kouiki.jp

対象となる建物

公表の対象となる違反 対象となる建物や公表の内容につ
いては、消防本部のホームページ
を確認してみましょう！

新発田消防
HP

｝の未設置




